







The Trend of Establishment of Community Workshops for Disabled Persons in Japan 
-A Study on the Assurance of Independent Life in Community 
f or Disabled Persons， Part2一
Yasuhiro SAKURAI and Ryou TSUJINAKA 
(Received Aug. 31. 1995) 
This paper aims to clear actual conditions of smaII scale group workshops al over the country 
This paper depends on the inquiry that Association of Community Workshops for Disabled Persons 
"Kyousaren" made in 1993 and is consist of following analysis 
1) There is 3259 community workshops at the present time 
2) Over 60% of al community workshops is under 20 persons 
3) Community workshops accept various and serious disabled persons 
4) In a few years， 250 community workshops established ever year. And thc number of community 







一定行われているものの、就労の実態はなお厳しく不安定である j ことや、 「外出面では余暇・文
化活動の側面での外出頻度がとりわけ低い j ことなどを明らかにした。これらの事実をふまえて、
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共同作業所に着目している。そして今回資料として、 「きょうされんj が・93年 5月から'94年 2月
にかけて調査し、まとめて発刊した I障害者作業所全国電話帳」 ωを用いた。
調査の対象となる共同作業所は、 「きょうされん」に加盟している作業所すべてと、 「きょうさ












障害者 人口 利用者数判明 判明 1施設あたり 障害者 人口
[全国] 実数 1000人あたり 10万人あたり 施設数 総利用者数 利用者数 推定数 1000人あたり 10万人あたり
①作業所 3.259 0.8 2.6 2.908 52.354 18.0 58.673 15.1 47.0 
@授産施設 1，237 0.3 1.0 1，205 54，573 45.3 56，022 14.4 44.9 
就労施設 4.496 1.1 3.6 4，113 106，927 114，695 29.5 91.9 






人口あたりの施設数についてみると、 10万人あたり 4施設弱、約25000人に 1施設、また障害者
1000人あたり 1施設となる。
次に施設を利用している人数について考える。最初に、利用者数の不明な施設が一部含まれるた











最も多く、次いで「精神障害J (23.1%)、 「知的十肢体J 05.6%) 、 r 3種以上J 00.1%) と







すると、 「精神障害j は 1施設あたり 21人と最も
多く、次いで「その他 1種j の20人、 r 3種以上J
の19人が続いている。逆に少ないのは「肢体不自







神障害j と Iその他 1種j に関しては20"-'29人の 20% 
比較的人数の多い施設の割合が高く、 I肢体不自


































し始める o ・80年代前半には年間100----150カ所、後半には150----250カ所の設立がある o しかし'90年
代に入り増加の伸びはやや鈍化してきている。
設立年度別の構成比をみると、 f ----'74年j が1.8%、 f'75年----'79年j が6.6%、 f'80年----'84年j
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図3 障害種別にみた施設あたり利用者数
415 
3-2.障害種別推移(図 4 ・ 2~8 参照)
障害種別に推移をみていくと、 「知的障害Jについては'76年から、 「精神障害」については'82
年から増加が著しく、増加率をみても上昇傾向にある。 I知的+肢体J も'81年から緩やかながら
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が最も高いが、 '75年以降徐々に減ってきている。 r3種以上j に関しでも同様の傾向がうかがわ
れる。 r知的十肢体j に関しても'75年以降減り続けているが、 '90年にはやや占める割合が高くな



























































B.C 地方部 9県 中部 3 (福井県、長野県、石川県)
九州 3 (大分県、福岡県、熊本県)
他 3 (秋田県、群馬県、島根県)
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.1-4 ロトョ 図 10-14 圃 15-19
図 20-29 臼 30-49 己 50-
図9 利用者規模別にみた作業所の分布
られるという共通点がある o しかし北海道では
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県ごとの市と町村の比(市:町=1: 3.3) を表している。 Aタイプ(授産施設と作業所)をみると、
著しく郡部よりも市部の構成比率が大きく、郡部を1とすると、 市部は約 6となる。 「全体j の市
部と郡部の構成比と比べても、すべての都道府県で市部の割合が高くなっている。 また Bタイプ
(作業所のみ)についてみると、市部と郡部の構成比は様々であるが、全国的にみると市部の構成
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1)障害者地域生活援助研究年報NQ2 経済大国ニッポンにおける重度障害者の労働j 池上惇/著 (p.5)
2) 障害者地域生活援助研究年報NQ1 創刊にあたってj 共作連調査研究委員会/著 (p.2)
3) 障害者地域生活援助研究年報NQ2 発刊によせて」 秋元波留夫/著 (p.4)
4) r障害者作業所全国電話帳j ほんの木・共同作業所全国連絡会/共同編集(株式会社ほんの木. 1994年
7月発行)
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